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（３） ノーベル賞受賞者（白川英樹、小柴昌俊等）の論文が引用されている件数を調べる（Web of 
Science）
演習問題の構成
（１） ５～ 10件程度の例題について、履修生全員がデータベースを検索し、検索に使用したキーワード、
検索結果件数などを回答シートに記入する。それぞれの履修生が提出した回答と検索結果を照合し、
結果の違いを検証し、よりよい検索方法を学習する。
（２）上記の検索方法を参考にして、履修生が各自で設定したテーマに沿って検索を行う。
留
意
点
特になし
56
‘図書館リテラシー’演習コースウェア
テーマ ⑨国立情報学研究所（NII）、科学技術振興機構（JST）の各種メニューの検討
作
業
分
担
者
松崎　博子（図書館情報メディア研究科博士前期課程）
気谷　陽子（附属図書館情報サービス課）
このユニットのねらい
NII、JSTが提供する独自の情報探索メニューを履修生に印象付ける。
このユニットで使用する主な資料、トゥールとその特性
名　　称　 特　　　　　　　性 備　　考
主
な
資
料
・
ト
ゥ
ー
ル
・ NIIのホームページ上
の各種メニュー
・ JSTのホームページ上
の各種メニュー
・独特なデータベースを抱えている。
・ 学会情報、研究者情報に関するデータベー
スも抱えている。
・ J-STAGE、J-EASTなど大規模なデータベース
と、独特なデータベースを複数抱えている
・ 学会が発行する電子ジャーナルのデータベー
スを抱えている。
・ CiNii、Webcat、Webcat 
Plusは、取り扱わない
・ ReaDなどで研究者情報
を探索する
・J-STAGEなど
・（ReaD）
例題のイメージ
NII、JSTが提供するメニュー（10個程度）を印象付ける、簡単で、奇抜な例題を提示する。
あるいは、研究者情報を探索する。
演習問題の構成
例題の応用編となるように、複数の分野（履修生の所属する分野）の問題を10個程度作成する
留
意
点
「独特なデータベースの存在」、「研究者」、「学会」がこのユニットのテーマである。
